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及
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詮
券
の
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在

労
農
露
闘
に
お
け
る
労
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義
務
・

作
州
の
農
民
騒
動

世
界
経
済
の
成
立
過
程
目
・
・
・
目
，
.
法
梨
士

時

論

自
作
農
維
持
策

t
て
山
一
地
租
兎
除
法
向
学
博
士

畠

時

担

彊
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昌
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岡
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綿
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・
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問
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潰
皐
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紀
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刊
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凶
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京
都
稲
凶
大
島
e

粧
漕
串
部
紀
要

の
刊
行
に
つ
い
て

本
庄
拍
車
治
郎

我
閣
は
徳
川
時
代
に
於
℃
は
原
則
正
し
て
凶
を
銅

L

τ外
側
ピ
交
際
せ
守
、
た
い
V

例
外
ピ
し
て
和
前
支
那
ピ

(
部
同
腕
一
七
一
一

貿
易
を
な

L
・
僅
か
に
和
酬
を
通
し
て
泰
西
山
県
附
が

総
入
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
o
然
る
に
明
・
治
維
新

以
後
に
至
つ

τは
、
事
情
之
れ
と
相
反

L
て
成
〈
闘
を

閲

ν
て
欧
米
各
園
E
J交
際
ぜ
る
-
】
正
が
原
則
正
な

h
、

奮
勢
打
破
泰
西
文
化

ω輸
入
ご
い
ふ
-
」
ピ
が
.
我
凶
り

国
是
正
な
る
に
至
っ
た
。
乃
L
開
凶
の
機
運
を
側
、
E
L

R
米
利
加
を
始
め
ピ

L
‘
同
文
山
一
英
凶
は
も
ピ
よ
b
・

仰
同
調
品
唱
の
山
学
術
肥
却
も
輸
入
せ
ら
れ
た
が
、

ι
り』

己
は
自
然
科
学
に
つ
い
て
も
・
枇
品
川
科
山
中
に
つ
い
て
も

同
伎
で
ゐ
品
。
か
〈
の
如
(
に

L
て
先
づ
恭
阿
文
化
的

総
入
が
始
ま

b
・
次
に
之
を
附
仰
飢
味
上
我
刷
A
氷山り

文
化
に
同
化
せ
し
め
て
、
我
剛
今
日

ω
文
化
的
俊
越
を

見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今

H
苦

i

々

ω研
究
的
劉
象
ピ
な
っ
て
尉
る
純
掛
川
学
に

つ
い
て
も
、
事
情
は
全
〈
同
械
で
ゐ
る
o
'勿
論
徳
川
時

代
に
於
て
阪
に
蛍
時
の
準
者
は
柿
々
縦
掛
上
の
怠
見

er

脇
田
表
し
て
を

h
、
叉
陥
醐
息
・
者
た
る
艇
械
事
者
の
中
に
は

西
洋
思
組
の
影
響
ef
受
り
た
り
ピ
考
へ
ら
る
、
向
学
者
も

な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
等
事
者

ω
論
A
V
る
所
は
何
れ

も
断
片
的
の
時
務
論
で
あ
っ
て
系
統
虻
て
る
経
済
離
の

知
識
わ
れ
る
べ
き
-
も
の
で
は
な
か
っ
た
叫
こ
の
縦
済
事
の

都
二
十
二
番

七

O
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系
統
的
知
識
は
維
新
以
後
に
至
っ
て
習
得
よ
b
輸
入
さ

れ
た
所
で
ゐ
っ
て
、
先
づ
英
米
の
書
に
よ
っ
て
一
般
に

紹
介
せ
ら
れ
、
つ
い
で
仰
凶
の
経
済
書
、
濁
逸
の
蹴
済

水

害
も
盛
ん
に
輪
入
せ
ら
る
、
e

」
正
、
な
っ
た
o
h
r
〈
て

明
治
の
前
竿
に
於
て
は
我
圃
の
経
梼
事
国
抑
は
大
鰻
翻
評

時
代
で
め
一
っ
て
、
西
洋
の
経
済
思
惣
を
総
入
紹
介
す
る

に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
級
一
宇
に
於

τ

は
、
か
〈
の
如
、
き
翻
誇
的
輪
入
に
満
足
せ
守
、
西
洋
の

準
設
を
十
1
7
に
批
判

L
論
究
す
る
の
み
な
ら
す
、
我
凶

の
事
情
や
歴
史
を
考
慮
し

τ、
澗
自
の
研
究
伝
説
す
こ

己
、
な
り
、
最
近
に
至
っ

τは
一
居
の
畿
逮
を
途
げ
、

経
済
問
申
に
於
り
る
日
本
事
振
の
樹
立
を
期
せ
ん

t
す
る

に
至
っ
て
居
る
。

従
来
我
闘
に
お
い
l

て
後
表
せ
ら
れ
た
自
然
科
皐
及
び

枇
曾
科
盤
上
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
事
術
の
後
述
に
寄

奥
し
、
入
品
川
の
崎
議
に
貢
献
す
る
に
足
る
も
の
が
決
し

て
少
く
は
な
か
っ
た
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
多
く
の

も
の
は
邦
訟
を
以

τ記
述
せ
ら
れ
た
た
め
、
普
〈
欧
米

の
準
界
に
紹
介
せ
ら
れ
ぎ
る
の
憾
が
少
〈
は
な
か
っ

化
。
尤
自
然
科
皐
の
方
面
仁
於

τは
軍
行

ω著
識
や
、

各
大
撃
の
紀
要
、
皐
曾
の
報
告
・
其
他
欧
文
の
出
版
物

が
、
従
来
多
少
#
在
し
て
、
幾
分
ニ
の
欠
典
を
補
ム
事

京
都
帝
幽
大
島
a

輯
掛
車
部
組
閣
買
の
刊
行
に
つ
い
て

雑

鈍

に
足
b
し
こ
ご
、
思
は
る
、
が
、
枇
品
目
科
事
殊
に
経

糖
事
に
関
し
て
は
か
く
の
如
き
倣
交
の
出
版
物
は
殆
ん

y
」
皆
無
な
り
さ
稗

Lτ
差
支
な
き
が
如
き
紋
飽
で
あ

・9
、
た
め
に
我
闘
の
経
済
卒
界
の
賞
以
は
少
し
も
欧
米

に
知
ら
れ
を
ら

5
・
り
し
如
、
き
戚
が
あ
っ
た
。
斯
〈
の
如

、
き
は
知
的
協
力
の
精
紳
よ
り
似
て
大
に
遺
憾
E
す
る
所

ざ
い
は

F
る
を
得
な
い
。
若
[
経
掛
剛
宇
に
関
係
あ
る
各

大
率
、
諸
削
申
曾
等
に
於
て
、
欧
文

ω出
版
物
が
縦
々
あ

ら
は
る
、
に
至
ら
ば
、
ニ
の
欠
陥
は
償
は
る
、
に
至
る

で
あ
ら
う
。
今
回
我
が
京
都
帝
国
大
率
経
済
問
学
部
仁
於

て
紀
一
払
ザ
後
刊
す
る
仁
至
っ
た
の
は
‘
会
〈
右
の
欠
陥

を
幾
分
な

b
正
も
補
は
ん
ピ
す
る
の
微
意
に
出
で
、
居

e
Q
O
 右

の
紀
要
は
原
則
ご
し
て
本
皐
経
済
山
中
部
数
授
助
数

授
、
講
師
等
の
叫
引
先
を
欧
文
を
以
て
殺
表
す
る
の
機
関

で
あ
る
。
然
し
畿
刊
の
度
数
百
数
等
に
制
限
め
品
が
れ

め
(
嘗
分
年
二
回
刊
行
、
各
冊
菊
判
約
百
五
十
頁
の
珠

定
)
寄
人
の
税
先
の
業
績
中
・
そ
の
重
要
な
る
も
の
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
を
愁
〈
網
羅
す
る
こ
Z
は
不
可
能
で

あ
h
、
僅
hr
に
そ
の
一
部
の
み
を
牧
載
し
得
る
に
過
ぎ

な
い
こ
Z
は
頗
る
遺
憾
で
め
る
が
、
然
し
所
櫛
論
文
は

{
静
凹
旗

第
三
十
二
容

ヒ

七

O
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雑

鍛

京
都
帝
凶
大
単
純
済
品
部
粗
削
置
の
刊
訂
に
つ
い
て

可
な
b
多
〈
の
方
面
に
亘
っ
て
を
h
、
又
一
般
研
究
じ

属
す
る
も
の
ゐ
り
、
或
は
特
妹
研
究
に
属
す
る
も
の
あ

h
1

叉
委
曲
を
謹
せ
る
も
の
ゐ
h
、
或
は
研
究
結
果
の

概
要
り
み
を
掲
げ
た
る
に
止
ま
る
も
的
も
ゐ
つ

t
、
報

h
q
な
る
問
問
先
が
俊
表
き
れ
て
居
る
究
第
で
め
る
か
ら
、

'
』
れ
に
よ
っ
て
吾
人
の
研
究
の
大
館
の
傾
向
は
十
分
じ

窺
ひ
得
る
こ
吉
、
思
ふ
。

最
近
帝
凶
暴
士
院
は
「
帝
国
機
士
院
記
事
山
を
刊
行

し
、
ま
た
新
聞
紙

ω仰
ふ
る
印
刷
に
よ
れ
ば
九
州
帝
国
大

準
法
文
学
部
に
於
て
も
欧
文
雑
誌
刊
行
の
計
査
が
品
る

由
で
あ
る
が
、
経
済
学
に
閲
す
る
限
b
に
於
て
は
、
わ

が
紀
州
買
は
恐
ら
く
は
本
邦
に
お
け
る
最
初
の
計
査
で
あ

ら
う
o

従
て
純
々
な
る
紡
に
於

τ不
備
な
る
所
が
あ
る

で
ゐ
ら
う
が
、
そ
れ
は
追

τ整
備
し
て
、
他
日
の
完
墜

を
期
す
る
こ
正
、
し
た
い
w

。

組
誕
第
一
審
第
一
一
抗
は
川
下
印
刷
中
に
扇
し
四
月
下

旬
に
は
配
本
し
得
る
政
定
で
ゐ
品
。
収
減

ω論
文
及
び

集
報
は
大
鰻
衣
の
如
〈
で
あ
る
。

同
品
数
投
新
館
剃
叫
悩
枯
及
び
枇
宵
階
級
協
和
論

肺
戸
政
投
一
智
品
相
川
世
心
帆
叫
栄
及
び
北
長
所
姐
所

財
部
数
投
本
邦
自
殺
の
男
女
別

向
上
駄
技
マ
ル
ク
ス
の
断
制
証
合
意
識
形
態
に
づ
い
て

第
二
十
二
容

{
路
凹
貌
川
一
七
回
)

七

O
λ

山
本
政
投
今
後
四
植
民
政
策
内
界
中

河
川
敬
技
我
岡
及
び
制
鮮
の
小
作
制
度

本
咋
仏
政
授
花
岡
純
情
滋
遠
山
特
質

小
島
敬
授
揺
賃
論
よ
リ
見
た
る
海
運
同
盟

作
同
叫
敬
投
金
紙
僻
本
位
制

汐
且
助
敬
投
物
倒
帽
雌
の
研
究

難
訓
刊
京
都
帝
闘
大
静
観
前
川
申
都
u
A
V
京
柿
帝
岡
大
半
制
掛
出
官
山
沿
革

及
ひ
割
削
恥

要
す
る
に
わ
が
紀
要
の
刊
行
は
我
が
経
済
牟
芥
を
欧

米

ω向
学
界
に
紹
介
せ
ん
ど
す
る
に
ゐ
る
o

禁
事
業
は
金

〈
亭
術
的
で
あ
り
、
世
界
的
で
あ
る
0

・
』
れ
に
よ
っ
て

多
少
な

h
t
も
世
界

ω問
中
芥
に
頁
献
L
得
る
な
ら
ば
・

吾
人
の
欣
快
、
之
れ
に
池
ぐ
る
も
の
は
な
い
V
O

ま
た
若

し
わ
が
紀
要

ω刊
行
が
我
闘
の
山
学
界
-T
刺
戟
し
て
、
今

後
各
方
面
に
於
て
同
伐
の
計
査
が
あ
phJ

は
る
、
な
ら

ば
、
若
れ
に
よ
っ
て
我
闘
の
皐
旧
却
を
王
宮
に
外
国
に
理

曾
せ
[
め
、
世
界
の
凪
平
田
介
に
貢
献
し
得
る
所
は
一
屠
大

な
る
も

ωが
ゐ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
吾
人
の
曲
事
が
必

十
意
義
あ
る
結
呆
を
粛
さ
ん
こ
ご
は
、
深
く
自
ら
信
事
'

る
弐
第
で
ゐ
る

Q

{
仰
考
)
わ
が
組
誕
江
市
山
〈
欧
米
の
各
大
事
、
単
官
、
研
究
所
轄
に
容
閲

す
る
珠
い
ん
て
あ
る
が
結
一
部
は
丸
善
叫
式
脅
批

E
し
て
内
外

に
劃
し
て
阪
世
せ
し
む
る
筈
て
あ
る
。
時
制
希
望
者
は
諌
め
同

日
批
に
申
込
ま
れ
た
い
。
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